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「見積書」作成にあたって

住宅改修費の事前申請時に利用者が保険者に提出する見積書様式を参考として示します。

■見積書の様式　（参考様式）
●２種の見積書様式

◆見積書様式　A 介護保険の対象部分のみの見積書様式　（標準的な様式）

 （介護保険のみ、もしくは20万円までの対象分記載様式）

◆見積書様式　B 住宅改修全体の見積書様式（含介護保険対象工事）

■見積書の記入要領
①「住宅改修の種類」 「写真等番号」「改修場所」「改修部分」「名称」「商品名・規格・寸法等」「数量」「単位」「単価」「金額」を

　 適切に記載する。

②「材料（商品名等）」「工事費」は詳細が、明確となるように記載する。

　また材工一式の表示は、材工を区分するのが困難な場合を除いて避ける。

③算出根拠は説明を要する内容（付帯工事有り等）ついて記載する。対象部分を抽出する場合は、その工事範囲を明示する。

　対象範囲を明示するのが困難な項目については、その根拠を示す。

【簡単用語解説】「改修場所」とは、どこの部屋・場所のことか（1Ｆ洋室・階段・廊下等）
　　　　　　　　「改修部分」とは、どの部分か（床、壁、手すり等）

※複数の住宅改修事業者からの見積書取り付けについて

適正価格での工事のため、複数の住宅改修事業者からの見積書の取り付けが望ましい。

★材料（品名等）が明記されている　　★工事費の記載がされている
★建築的に適切な工事内容である　　　★価格の適正性（パンフレット等確認）
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見積書参考様式

見積書参考様式Ａ：介護保険給付対象工事部分のみの見積

（※１）住宅改修の種類：（１）手すりの取付け（２）段差の解消（３）滑りの防止及び移動の円滑化等のための床又は通路面の材料の変更（４）引き戸等への扉の取替え
　　　　　　　　　　　　（５）洋式便器等への便器の取替え（６）その他住宅改修に付帯して必要となる改修
（※２）名称：　材料費、施工費、諸経費等を分けて記載すること
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見積書参考様式

見積書参考様式Ａ：介護保険給付対象工事部分のみの見積　記入例

（※１）住宅改修の種類：（１）手すりの取付け（２）段差の解消（３）滑りの防止及び移動の円滑化等のための床又は通路面の材料の変更（４）引き戸等への扉の取替え
　　　　　　　　　　　　（５）洋式便器等への便器の取替え（６）その他住宅改修に付帯して必要となる改修
（※２）名称：　材料費、施工費、諸経費等を分けて記載すること

介護保険給付申請に係る工事については、

材料費と施工費を適切に区分する。

材料については、製造メーカー・商品名・規格・寸法など

の詳細を記載する。

材料名等は極力専門用語を避け、分かりやすい表記にする。

（例：PB ⇒ 石膏ボード、SUS ⇒ ステンレス等）

介護保険対象部分を抽出する場合は、

その工事範囲を明示する。

介護保険対象範囲を明示するのが

困難な項目については按分をして、

その根拠を示す。

工事の対象となる箇所の写真や

図の番号を記載する。

住宅改修の種類

を明示する。
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見積書参考様式

見積書参考様式Ｂ：介護保険給付対象工事を含む工事全体の見積

（※１）住宅改修の種類：（１）手すりの取付け（２）段差の解消（３）滑りの防止及び移動の円滑化等のための床又は通路面の材料の変更（４）引き戸等への扉の取替え
　　　　　　　　　　　　（５）洋式便器等への便器の取替え（６）その他住宅改修に付帯して必要となる改修
（※２）名称：　材料費、施工費、諸経費等を分けて記載すること
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見積書参考様式

見積書参考様式Ｂ：介護保険給付対象工事を含む工事全体の見積　記入例

（※１）住宅改修の種類：（１）手すりの取付け（２）段差の解消（３）滑りの防止及び移動の円滑化等のための床又は通路面の材料の変更（４）引き戸等への扉の取替え
　　　　　　　　　　　　（５）洋式便器等への便器の取替え（６）その他住宅改修に付帯して必要となる改修
（※２）名称：　材料費、施工費、諸経費等を分けて記載すること

介護保険給付申請に係る工事については、

材料費と施工費を適切に区分する。

介護保険対象部分を抽出する場合は

その工事範囲を明示する。

介護保険対象部分の総合計

（総合計が申請額以内であればよい）

介護保険対象範囲を明示するのが

困難な項目については按分をして、

その根拠を示す。

工事全体の見積 介護保険給付対象工事部分の見積及び情報

住宅改修の種類

を明示する。

材料については、製造メーカー・商品名・型番・規格・寸

法等の詳細を記載する。

材料名等は極力専門用語を避け、分かりやすい表記にする。

（例：PB ⇒ 石膏ボード、SUS ⇒ ステンレス等）

介護工事の対象となる箇所の

写真や図の番号を記載する。
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